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第4回明るい社会づくり推進富山県大会から 〈魚津市民会館で〉
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月
比
日
の
集
中
豪
雨
で
尊
い
人
命
を
失

わ
れ
ま
し
た
故
高
縁
政
治
さ
ん
の
災
害

弔
慰
金
百
万
円
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

諸
支
出
金
に
つ
い
て
は
、
各
種
団
体
等

の
補
助
金
を
当
初
一
括
計
上
し
て
い
た

の
で
あ
る
が
、
補
助
金
等
審
査
特
別
委

員
会
で
慎
重
審
議
さ
れ
た
の
で
、
こ

つ
ぎ
に
土
木
費
で
あ
り
ま
す
が
、
日
れ
を
各
費
目
へ
振
り
分
け
更
正
し
ま

ご
ろ
か
ら
市
民
の
要
望
の
強
い
市
道
の
し
た
。

新
設
改
良
と
維
持
補
修
費
に
二
千
百
五
こ
の
財
源
は
、市
税
、
地
方
交
付
税
、

十
万
円
、
角
川
下
流
の
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
分
担
金
、
国
県
支
出
金
、
繰
越
金
、
市

地
帯
と
経
団
地
区
こ
う
な
ぎ
川
な
ど
の
償
を
も
っ
て
充
当
し
ま
し
た
。

排
水
改
良
工
事
費
に
千
六
百
九
十
万
円

口
日
年
度
下
水
道
事
難
特
別
会
計
補
正

を
計
上
し
ま
し
た
。
ま
た
北
鬼
江
青

予
算

島
線
、
金
山
谷
北
山
線
の
事
業
費
が
認

口
引
年
度
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補

承
減
と
な
っ
た
の
で
、
こ
れ
を
減
額
し

正
予
算

ま
し
た
。

口
日
年
度
農
業
共
済
事
業
特
別
会
計
補

都
市
計
画
費
に
つ
い
て
は
、
都
市
改

正
予
算

造
事
業
費
、
街
路
事
業
費
と
総
合
公
園

口
簡
易
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
を

築
造
費
に
お
い
て
、事
業
費
が
減
額
に
、

改
正
す
る
条
例

或
い
は
一
部
施
越
と
な
っ
た
の
で
、
一

口
農
地
セ
ン
タ
ー
設
置
条
例
の
一
部
を

連
の
補
正
を
行
い
ま
し
た
。

改
正
す
る
条
例

教
育
費
に
つ
い
て
は
、
松
倉
小
学
校

口
字
の
区
域
の
変
更
及
び
廃
止
に
つ
い

坪
野
分
校
の
グ
ラ
ン
ド
拡
張
整
備
工
事

て

費
を
計
上
、
災
害
復
旧
費
で
は
、
土
木

口
住
居
表
示
を
実
施
す
べ
き
市
街
地
の

災
害
復
旧
費
と
農
林
水
産
施
設
災
害
復

区
域
及
び
当
該
区
域
内
の
住
居
表
示

旧
費
や
災
害
応
急
措
置
費
と
し
て
、
8

の
方
法
に
つ
い
て

4
司市
議
会
を
傍
聴
の
市
政
パ
ス
教
室
の
皆
さ
ん
決
算
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
も
の
。

口
問
年
度
水
道
会
計
決
算
認
定
に
つ
い

て
ロ
同
意
案
件

魚
津
市
佐
伯
一
番
地
佐
伯
新
作

H

江
口
一
三
ニ
番
地
松
田
彦
松

の
両
氏
は
市
教
育
委
員
に
任
命
す
る
こ

と
に
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

9
月
定
例
市
議
会
は
日
日
に
開
催
さ
れ
一
般
会
計
補
正
予
算
外
8
議
案
が

提
出
さ
れ
、
弘
日
に
代
表
、

一
般
質
問
が
あ
り
、
初
日
再
開
さ
れ
た
本
会
議

で
、追
加
提
出
さ
れ
た
一
議
案
を
含
め
討
論
採
決
の
結
果
、
決
算
特
別
委
員
会

に
付
託
す
る
も
の
を
除
き
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

可
決
さ
れ
た
主
な
議
案

口

一
般
会
計
補
正
予
算

歳
入
歳
出
の
総
額
に
六
千
六
百
九
十

九
万
八
千
円
を
追
加
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

予
算
の
総
額
を
五
十
二
億
三
千
百
二
十

九
万
一
千
円
と
す
る
も
の
で
、
そ
の
主

な
も
の
は
、

8
月
比
日
に
市
を
襲
っ
た

集
中
豪
雨
に
よ
る
災
害
復
旧
費
と
、
特

に
永
年
地
元
住
民
か
ら
要
望
の
あ
っ
た

新
角
川
と
本
町
の
い
わ
ゆ
る
角
川
下
流

の
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
の
排
水
を
抜
本

的
に
改
修
整
備
す
る
こ
と
を
重
点
に
考

え
、
国
県
の
補
助
事
業
の
認
承
に
伴
い

一
連
の
補
正
を
行
い
ま
し
た
。

費
目
別
に
見
ま
す
と
、
総
務
費
で
は
、

新
川
広
域
圏
事
務
組
合
分
担
金
、
白
倉

小
学
校
組
合
分
担
金
の
ほ
か
、
住
吉
小

学
校
故
石
坂
康
晴
君
の
見
舞
金
二
百
万

円
を
計
上
し
ま
し
た
。

民
生
費
で
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
新
川
ヴ
ィ
ラ
!
の
建
設
補
助
金
と
、

老
人
、
精
神
薄
弱
者
、
身
体
障
害
者
等

4
司
6
月
定
例
市
議
会

の
扶
助
費
の
単
価
ア
ッ
プ
に
よ
る
一
連

の
補
正
を
行
い
ま
し
た
。

農
林
水
産
業
費
で
は
、
農
業
費
に
、

野
菜
指
定
出
荷
近
代
化
事
業
費
、
畜
産

公
害
対
策
費
を
計
上
し
ま
し
た
。

ま
た
農
林
土
木
費
で
は
、
土
地
改
良

事
業
費
、
入
会
林
野
等
整
備
事
業
費
、

林
道
災
害
補
修
費
や
県
単
治
山
費
等
を

計
上
し
て
い
ま
す
。

水
産
業
費
で
は
、
経
団
漁
港
関
連
道

路
建
設
費
を
追
加
計
上
し
ま
し
た
。
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第4回明るい社会づくり推進富山県大会ガ

秋晴れの9月19日に市民会館を会場として盛

大に開催されましだ。大会には、ボーイスカ

ウトやガールスカウトも参加し、魚津工業高

校のブラスバンドや明社の舞とともに花をそ

えていまし定。大会は諸行事の後、学習院大学

教授の飯坂良明先生の「奉仕活動としての明

社運動」を聞き、明日えの活動を誓い合って

首長会しましだ。

表
紙
の
こ
と
ば

L-司自ーー回開

(2) 



会
期
日
月

1
E
i
n月
3
日

芸
術
の
秋
を
か
ざ
る、

第
凶
回
市
美

術
展
覧
会
を
次
の
よ
う
に
開
催
し
ま
す

か
ら
、
皆
さ
ん
の
香
り
高
い
作
品
を
振

る
っ
て
出
品
し
て
く
だ
さ
い
。

O
会
期

O
会
場

第3櫨郵便物路司 鹿担 うおづ 51.10.1

日
月
1
日
1

1
月
3
日

市
民
会
館
(
一
般
、
中
学
生
)

市
立
図
書
館
(
小
学
生
)

O
出
品
資
格
市
内
在
住
の
方
と
市
内

に
勤
務
し
て
い

る
方
、
市
出
身
の
方

O
部
門
一
般
の
部

第
一
部
絵
画
(
日
本
画
、
洋
画
、
版

画
)

第

二

部

書

第

三

部

彫

刻

、
工
芸

第

四

部

写

真

第

五

部

華

道

教
育
の
部
(
小
・

中
学
生
)

(
図
画
、
書
、
工
作
)

マ
規
格
①
日
本
画

・
洋
画
は
額
を
含
め

て
縦

・
横
と
も
に

2
灯
以
内
。
②
書
は

額
ま
た
は
枠
張
り
で
縦
横
と
も
に

l
u

以
内
。

③
写
真
は
四
ツ
切
以
上
、
カ
ラ
ー
は
プ

リ
ン
ト
六
ツ
切
以
上

出
品
作
品
は
未
発
表
の
も
の
で
出
品
点

数
は
一
人

2
点
以
内
と
す
る
。

マ
出
品
申
し
込
み
所
定
の
申
込
書
で

日
月
お
日
出
ま
で
市
教
育
委
員
会
へ
申

し
込
む
こ
と
。

マ
搬
入
出
品
作
品
は
叩
月
白
日
午
前

中
に
市
民
会
館

・
図
書
館
へ
搬
入
す
る

甲』シ」。

h
F
昨
年
の
市
展
図
書
館
会
場
か
ら

マ

賞

市

展

大

賞

・
市
展
賞

・
奨
励
賞

そ
の
他
参
加
賞

な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
教
委

社
会
教
育
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

宮
内
線
2
2
5
番

』
F

清
河
市
長
か
ら
叩
歳
の
お
祝

い
を
受
け

る
田
島
健
治
さ
ん

2 長
? 寿
I盲ごお
t回ざめ
貰いで
まと
間寸円
カ、ァノ

勺.__ 

今
年
は
市
内
で
卯
歳
を
迎
え
た
方
は

新
金
屋
一
丁
目
の
田
島
健
治
さ
ん
は
か

二
十
三
名
の
方
で
あ
り
ま
す
。

9
月
1

日
と

2
日
に
わ
た
り
、
清
河
市
長
と
谷

川
社
会
福
祉
協
議
会
長
が
、
卯
歳
と
∞
∞

歳
の
老
人
を
訪
問
し
て
、

ω歳
の
方
に

は
座
い
す
を
、
∞
∞
歳
の
方
に
は
県
知
事

か
ら
の
銀
盃
を
贈
り
長
寿
を
祝
福
し
ま

老
人
ホ

l
ム
入
所
者
一
泊
招
待
会
か
ら

d

『

(

大

谷

温

泉

)

し
た
。

そ
の
ほ
か
月
間
中
に
、
老
人
ホ
l
ム

な
ど
に
入
所
し
て
お
ら
れ
る
方
九
名
と
、

市
内
の
一

人
暮
し
老
人
五

O
名
を
一
泊

招
待
し
て
楽
し
い
一
と
き
を
過
ご
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

h
F
市
内
一
人
暮
し
老
人
新
川
荘
一
泊
招
待

A
P

玄
か
ら

hv新
川
ヴ
ィ
ラ
ー
を
慰
問
し
た
魚
津
愛
育

圃
の
か
わ
い
い
園
児
た
ち

上
野
方
親
子
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

さ
わ
や
か
な
体
育
の
秋
を
語
る

ク
ラ
ブ
が
で
き
て
か
ら
今
ま
で
に

5
回
活
動
を
行
な
い
ま
し
た
。
は
じ

め
は
ひ
ど
い
と
思
い
ま
し
た
が
、
今

は
た
の
し
く
や
っ
て
い
ま
す
。

子
供
と
一
緒
に
で
き
る
の
が
な
に

よ
り
で
子
供
達
も
た
の
し
そ
う
で
す
。

家
で
は
、
子
供
と
一
緒
に
閉
じ
事

を
す
る
と
い
う
こ
と
が
な
い
の
で
、

1墨

藤
昭
子
さ
ん
(主婦)

広
い
体
育
館
で
の
び
の
び
と
で
き
ま

す
か
ら
、
子
供
達
も
早
く
日
の
く
る

の
を
待
っ
て
い
る
程
に
な
っ
て
い
ま

す
。適
度
な
体
操
は
心
身
を
き
わ
や
か

に
し
て
く
れ
ま
す
。
今
後
は
、
親
子

と
も
に
ク
ラ
ブ
の
体
育
着
を
そ
ろ
え

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

(3) 
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10 

日
月
は

「
国
民
年
金
普
及
推

進
月
間
」
で
す

日
本
人
の
平
均
寿
命
は
、
男
女
と
も

大
き
く
延
び
、
女
性
は
W
歳
に
達
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。

厚
生
省
が
先
に
発
表
し
た
「
昭
和
日

年
度
簡
易
生
命
表
」
に
よ
る
と
、
男
性

の
平
均
寿
命
は
七
一

・
七
六
年
、
女
性

は
七
六

・
九
五
年
と
な
っ
て
お
り
、
男

女
共
前
年
よ
り

0
・
六
年
の
延
び
と
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
急
速
な
老
齢
化
に
伴
っ

て
、
年
金
制
度
は
老
人
対
策
の
柱
と
し

て
、
重
要
な
位
置
を
占
め
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
が
、
本
年
も
9
月
か
ら
は

拠
出
年
金
、
日
月
か
ら
は
福
祉
年
金
の

年
金
額
な
ど
が
改
定
さ
れ
て
お
り
、
ま

た
、
本
年
か
ら
は
昭
和
初
年
4
月
に
強

制
加
入
を
し
た
明
治
制
年
4
月
2
日
以

降
生
ま
れ
の
方
々
の
本
業
の
老
齢
年
金

の
支
給
(
臼
歳
)
が
開
始
さ
れ
、
本
制

度
も
い
よ
い
よ
ぷ
十
金
時
代
。
の
軌
道

に
の

っ
た
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

m月
、
日
月
は
制
度
に
対
す
る
住
民

の
認
識
を
一
層
深
め
「
県
民
皆
年
金
」

を
図
る
た
め
の
「
国
民
年
金
普
及
推
進

月
間
」
で
も
あ
り
ま
す
。

皆
さ
ん
の
年
金
は
現
実
の
生
活
に
、

老
後
の
保
障
に
結
び
つ
い
て
い
る
で
し

ょ
う
か
。
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

老
齢
年
金
受
給
者
数
の
内
訳

H
H
H
V

日
l
p
-
z
j
p、
川
也

1

(
川
一
川
仙
川
引
い
川
一
川
町
山
)

※
何
歳
と
国
民
年
金

国
民
年
金
に
は
、
厚
生
年
金
や
共
済

組
合
な
ど
他
の
公
的
年
金
に
加
入
し
て

い
な
い
初
歳
以
上
回
歳
ま
で
の
人
が
す

べ
て
入
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。(
た

だ
し
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
妻
や
、
年
金

受
給
者
及
び
そ
の
配
偶
者
な
ど
は
任
意

加
入
)
初
歳
に
な
れ
ば
多
く
の
権
利
が
与
え

ら
れ
義
務
が
課
せ
ら
れ
ま
す
。
国
民
年

金
に
入
る
こ
と
も
そ
の
一
つ
で
す
。

成
人
式
は
却
歳
の
自
覚
を
あ
ら
た
に

し
、
「
年
金
手
帳
」
は
こ
れ
か
ら
の
道
中

の
お
伴
を
し
ま
す
。

こ
の
「
年
金
手
帳
」
は
、
国
民
年
金
、

厚
生
年
金
、
船
員
保
険
に
つ
い
て
加
入

期
間
等
を
記
す
こ
と
に
な

っ
て
お
り
、

一
度
交
付
を
受
け
る
と
一
生
、
大
切
に

保
管
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
か
ら
自
営
業
に
移
れ

ば
、
年
金
も
厚
生
年
金
等
か
ら
国
民
年

金
に
移
り
ま
す
が
、
届
は
、
本
人
が
行

な
は
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

※
夫
は
厚
生
年
金
妻
は
国
民
年
金

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
や
、
か
つ

て
、
厚
生
年
金
を
か
け
て
お
り
、
今
は

そ
の
年
金
受
給
者
の
方
、
あ
る
い
は
、

そ
の
配
偶
者
は
国
民
年
金
の
任
意
加
入

と
い

っ
て
自
由
に
か
け
金
を
は
じ
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

国
民
年
金
は
、

二
十
五
年
間
の
加
入

期
間
が
必
要
で
す
が
、

任
意
加
入
者
は

夫
の
公
的
年
金
加
入
期
間
等
と
国
民
年

金
の
加
入
期
間
を
通
算

(
じ
ゅ
ず
つ
な

ぎ
)
し
て
二
十
五
年
と
し
ま
す
の
で
、

申
出
の
あ

っ
た
と
き
か
ら
加
入
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

※
保
険
料
は
月
一
、
四

O
O
円

国
民
年
金
の
保
険
料
は
定
額
制
で
、

月

一
、
四
O
O
円
で
す
。

こ
の
定
額
保
険
料
の
ほ
か
に
、
付
加

保
険
料
月
四

O
O
円
を
納
め
て
い
た
ゾ

き
ま
す
と
、
よ
り
多
く
の
老
齢
年
金
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

付
加
保
険
料
は
、
だ
れ
で
も
納
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
農
業
者
年
金
の

加
入
者
は
付
加
保
険
料
も
必
ず
納
め
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

※
国
民
年
金
の
請
求
は
お
忘
れ
な
く

国
民
年
金
に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
給

付
が
あ
り
、
加
入
者
の
日
常
生
活
の
安

定
と
老
後
の
く
ら
し
の
き
、
え
と
な

っ

て
い
ま
す
。

O
老
齢
年
金

十
日
歳
よ
り
支
給

通
算
老
齢
年
金

o
障
害
年
金

ー
障
害
者
に
支
給

加入者数と老齢年金受給者数の割合
(}JII人打数を100とした場介)

“
関
関
関
関
関
凶
西
ド
イ
ツ

日
関
関
際
関
関
幽
ス

Z
Lア
ン

ぬ
関
関
図
イ
ギ
リ
ス

日
関
関
関
関
関
幽
ア
メ
リ
カ

O
母
子
年
金

O
準
母
子
年
金

O
遺
児
年
金

O
寡
婦
年
金

-
母
子
家
庭
に

一
支
給

|
孤
児
に
支
給

|
寡
婦
に
支
給

(4) 

ー
年
金
を
受
け
ず

に
亡
く
な

っ
た

と
き
遺
族
に
支

ふ
口
φ
中

こ
れ
ら
の
年
金
は
、
本
人
が

「
栽
定

の
請
求
」
を
し
て
初
め
て
支
給
さ
れ
る

も
の
で
す
か
ら
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る

と
き
は
、
早
め
に
市
民
課
国
民
年
金
係

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

。
年
金
の
給
付
は
、
保
険
料
を
か
け

て
い
る
こ
と
が
条
件
で
す
。
納
め

忘
れ
の
な
い
よ
う
日
ご
ろ
か
ら
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

O
死
亡
一
時
金

フ
ラ
ン
ス
(

一

ω
S柑
)

(-Sω
判
)

(

一

S
N判
)

(

一

S
N柑
)

(一ヨ
ω
判
)



第14固

魚
津
吻
昌
毘

ー
日
月
お
日
j

お
日
|

第3橿郵便物認司 鹿侶うあ、づ 51.10.1

毎
年
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
て
来
ま
し
た
魚
津
物
産
展
も
、
本
年
で
叫
回
目

を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
年
は
、
市
民
会
館
と
図
書
館
を
会
場
に

し
て
盛
大
に
聞
き
ま
す
。

特
に
特
産
品
の
即
売
を
行
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
せ
い
ぜ
い
ご
来
場
ご
参
観

く
だ
さ
る
よ
う
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

マ

会

期

日
月
お
日
か
ら
お
日
ま
で
(
毎
日
午

前
日
時
か
ら
午
後
5
時
ま
で
、
お
日
は

午
後
4
時
ま
で
)

マ
会
場
と
主
な
展
示
品

d

司
昨
年
の
物
産
展
か
ら

O
市
民
会
館

l
家
具
、
漆
器
、
仏
壇
、

経
木
、
水
産
加
工
品
、
菓
子
、
か
ま

一

ぽ
こ
、
林
産
物
、
内
職
相
談
コ

l
ナ

一

l
、
電
話
コ
ー
ナ
ー
、
菓
子
特
価
品

一

コ
ー
ナ
ー
、
銘
木
。

O
市
民
会
館
広
場

l
錦
鯉
、
苗
木
。

O
図
書
館

1
北
電
阻
に
よ
る
電
化
製
品
一

特
価
品
コ
ー
ナ
ー
(
家
具
、
漆
器
、

扉
風
等
)

物
産
展
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
一

は
、
市
商
工
水
産
課
宮
内
線
2
7
1
へ一

ど
う
ぞ
。医

療
費
節
約
の

工
夫
を
グ

保
険
税
を
上
げ
な
い
た
め
に

国
民
健
康
保
険
は
あ
な
た
の
保
険
で

す
。
保
険
財
政
は
4
月
の
九
・
一
%
医

療
費
の
ア

ッ
プ
で
青
息
吐
息
の
状
態
で

す
。
ち
ょ
っ
と
の
注
意
と
工
夫
で
医
療

費
を
ム
ダ
に
使
わ
な
い
で
す
み
ま
す
。

一
人
一
人
が
次
の
こ
と
に
心
が
け
ま
し

ト品、「，
，。

マ
早
期
受
診
、
早
期
治
療
を
。

む
し
歯
は
早
期
受
診
に
か
ぎ
る
。

マ
年
に
一
回
は
定
期
検
診
を
。

市
で
行
う
検
診
は
す
す
ん
で
受
け
、

健
康
を
確
か
め
よ
う
。
結
核
住
民
検
診
、

成
人
病
検
診
、
ガ
ン
検
診
、
乳
幼
児
検

診
、
老
人
検
診
が
あ
り
ま
す
。
ガ
ン
検

診
以
外
は
無
料
で
す
。

マ
ハ
シ
ゴ
受
診
は
つ
つ
し
も
う
。

重
複
受
診
は
注
射
、
薬
、
検
査
が
ダ

ブ
ル
の
で
危
険
で
す
。
の
み
残
し
の
薬

は
す
べ
て
ム
ダ
に
な
り
ま
す
。

マ

お

医
者
さ
ん
を
信
じ
よ
う
。

身
体
は
一
つ
で
す
。
な
ん
で
も
相
談

で
き
る
主
治
医
を
持
ち
、
正
し
く
療
養

し
指
示
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

マ

診

察
、
往
診
は
時
間
内
に
。

や
む
を
え
な
い
場
合
を
の
ぞ
き
、
診

察
や
往
診
は
時
間
内
で
す
ま
そ
う
。

診
察

1
時
間
外
は
、
五

O
O
円
増
の
一

二
O
O
円
に
、
休
日
は
二
二

O
O
円
に
、

深
夜
は
三
七

O
O
円
に
。

往
診

l
二
キ
ロ
ま
で
一
五

O
O
円
、
二

キ
ロ
増
す
毎
に
七

O
O
円
増
、
時
間
外

は
二
倍
、
深
夜
、

雪
で
は
三
倍
に
、

マ
歩
け
る
状
態
は
通
院
し
よ
う
。

身
体
の
状
態
に
応
じ
て
歩
く
こ
と
は

健
康
に
導
き
ま
す
。

マ
薬
に
た
よ
ら
な
い
姿
勢
を
。

日
本
の
ク
ス
リ
の
消
費
量
は
世
界
一

で
す
。
薬
に
は
「
効
く
」
と
同
時
に
「
毒

に
な
る
」
と
い
う
副
作
用
が
あ
り
ま
す
。

日
ご
ろ
か
ら
ク
ス
リ
に
頼
ら
ず
、
自
分

の
健
康
は
ま
ず
自
分
で
守
り
ま
し
ょ
、
っ
。

薬
を
の
む
時
は
医
者
に
よ
く
き
い
て
か

ら
服
用
し
ま
し
ょ
う
。

「
ゴ
ミ
の
集
積
場

所
は
き
れ
い
に
」

歩
行
者
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

3

粗
大
ゴ
ミ
は
出
き
な
い
で
直
接
西

部
清
掃
セ
ン
タ
ー
へ
搬
入
し
て
く
だ

さ
い
。
長
サ
1
m
縦
初

m
横
却
仰
に

し
て
搬
入
の
こ
と
。

4

燃
え
な
い
ゴ
ミ
と
燃
え
る
ゴ
ミ
は

区
分
し
て
収
集
日
を
間
違
わ
ず
出
し

て
く
だ
さ
い
。

。
ゴ
ミ
の
良
い
出
し
方

O
ゴ
ミ
は
水
分
を
よ
く
切
っ
て

O
ゴ
ミ
の
か
さ
は
で
き
る
だ
け
小
さ
く

O

ス
プ
レ
ー
類
は
必
ず
穴
を
あ
け
て

ガ
ラ
ス
類
は
包
ん
で
出
し
ま
し
ょ
う

O
野
外
で
の
ゴ
ミ
は
必
ず
持
ち
帰
り
ま

'しょ、っ

2 1 @ うす歩あ収所 惨
で し惑朝 ゴ 。。 行る集を市思
きゴまの 8 歩ミ み者た日設街著
るミしか時道集 ん等め以けてい目
だ収よかま上積 なに、外て、砕
け集うらでの場 で大集にい歩の
早車 。なにゴ所 収変積もる道月
くが い出ミは 集迷場出地上 旬
答回 よし集清 日惑所し区に宮
器収 う、積潔 をを附てがゴれ
をし 整 歩はに 守か近いあミて
持た 理行、 りけのるりのど
ち後 し者収 まて人家主集 Z
帰は てに集 しいや庭 L積ミ
り、 出迷日 よま、がペ場

iたえか他れ日 21に月
: 0 てら二たま年、間魚 ロムιi
f 贈の十市で 1今の津 日ロベl' ¥ 
り記八内に月年行郵 か主主

f 、念名 在生 l 米事便 ~プT j 
長品の住れ日寿と局色 官者〈
寿に方のたか(しで 川、 二三 ，_. i 

をおに倉方ら八ては 津呈に
祝祝、元)同八 、 、 iiR ヨ寸

; 福い郵きを年歳 9 簡 主主 日G i 
し状政よ迎 12:::::::月易 1史 a i 

} まを大さえ月明 16保 届 Jt!I、 i
; し添臣んら 31治日険 "v  j 

(5) 
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み
ん
な
の
体
育

…
雨
天
時
は
総
合
体
育
館
内
の

…

…
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
を
お
周

…

走
ろ
う
会
大
会

第
1
回
走
ろ
う
会
大
会
は
9
月
号
で

お
知
ら
せ
の
通
り
で
す
が
、
雨
天
の
時

は
市
総
合
体
育
館
大
体
育
室
2
階
の
ラ

ン
ニ
ン
グ
コ

l
ス
ご
周
一
六

O
幻
)

を
お
周
(
四
J
μ
)
走
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。
申
込
締
切
(
叩
月
5
日
)
も

追
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
年
齢
に

応
じ
た
若
き
に
ち
ょ
う
戦
し
て
み
ま
し

ト
品
よ
ノ
。

叩
月
の
貸
切
り
予
約

(
)
内
雨
天
時

31 23 22 16 15 5 3 2 日

日 土 金 土 金 火 日 土 B猛

朝 朝 全
朝
朝
車月
朝 事月 時

畳 重量 日 盆 金 畳 間

大 大中 大中 中 大 大 中 大
室

名

帽削遊撃県 オf越大会宮じ
交会t炎
生本命日

実主 樺高第 軒地球会E 大 修石崎重鈎
行L

弓玉

名

』
F

総
合
体
育
館
で
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
招
待
試
合

総
合
体
育
館
を

料

開

放

無
叩
日
の
体
育
の
日
を
記
念
し
て
、

9

日
、
叩
目
、
日
日
の

3
日
間
体
育
館
を

無
料
で
開
放
し
ま
す
。
気
軽
に
ご
来
館

く
だ
さ
い
。

な
お
、
次
の
大
会
の
申
込
み
を
受
付

て
お
り
ま
す
。
多
数
の
参
加
を
期
待
し

ま
す
。

O
第
一
回
市
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

マ
期
日
叩
月
泊
目
、
白
日

マ
申
込
締
切
叩
月

5
日

O
第
一
回
市
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

マ
期
日
叩
月
刊
日

マ
申
込
締
切
叩
月

5
日

O
第
一
回
市
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

マ

期

日

叩

月

M
日

マ
申
込
締
切
叩
月
幻
日

レ
ク
リ
エ
シ
ョ

ン
教
室
の
開
催

日
月
5
日
幽
ロ
日
凶
回
目
白
幽

初
日
幽
の

4
日
問
。
午
後
7

時
か
ら
9
時
ま
で

総
合
体
育
館

一
般
(
ど
な
た
で
も
参
加
で

き
ま
す
。)

O
申
込
先
市
教
委
ま
た
は
体
育
館

O
期
日

O
場
所

O
対
象第

引
回
魚
津
f

}

黒
部
j
入
善
駅

伝
競
走
大
会

日
月
白
日
制
魚
津
1
黒
部
1
入
善
間

駅
伝
競
走
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
出

発
時
刻
は
一
般
が
市
役
所
前
を
正
午
に
、

中
学
は
入
善
町
役
場
前
を
午
後
1
時
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
皆
き
ん
の
ご
声
援

を
お
願
い
し
ま
す
。

(6) 

グ
開
放
し
て
い
ま
す
4

学
校
体
育
施
設

市
で
は
必
年
西
中
、

U
年
村
木
、
必
年
吉
島
と
市
内
3
校
の
体
育
施
設
を
無
料

で
開
放
し
て
い
ま
す
。
開
放
校
で
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
整
美
体

操
、
剣
道
、
鉢
道
等
多
く
の
団
体
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
他
の
グ

ル
ー
プ
の
利
用
が
可
能
で
す
。
皆
き
ん
が
、
今
後
よ
り
多
く
利
用
さ
れ
て
、
健
康

の
保
持
と
増
進
に
つ
と
め
ら
れ
る
よ
う
お
す
す
め
し
ま
す
。

開
放
時
間
午
後
6
時
l
午
後
9
時

開

放

曜

日

土

・
日

・
祭
日
を
除
く

利
用
者
は
各
校
の
管
理
指
導
員
か
市
教
委
体
育
係
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

4
月
か
ら
8
月
中
旬
ま
で
の
利
用
者
は
西
中
一
四
一
一
名
、
村
木
七
三
九
名
、

吉
島
三
六
四
名
計
二
、
五
一
四
名
の
方
が
利
用
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
他
に
上
野
方

小
で
は
第
一

・
三
土
曜
日
親
子
の
体
力
づ
く
り
教
室
が
開
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
教
委
で
は
市
民
総
参
加
の
ス
ポ
ー
ツ

・
レ
ク
リ
エ
シ
ョ
ン
活
動
を
進
め
て
い

ま
す
。
あ
な
た
も
ど
ん
ど
ん
利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

軟
式
テ
ニ
ス

教
室
開
催

日
時
日
月
毎
週
火

・
金
曜
日

場
所
西
部
中
学
校
体
育
館

時

間

午

後

6
時
i
午
後
9
時

申
し
込
み
は
市
教
委
、
ま
た
は

総
合
体
育
館
ま
で
。

申
込
締
切
叩
月
お
日

参
加
資
格
市
民
全
員
だ
れ
で
も

参
加
で
き
ま
す
。

日
月
の
歩
こ
う
会

日
月
の
歩
こ
う
会
は
、
日
月
7
日
同

六
百
峠
、
坪
野
方
面
へ
行
き
ま
す
。

コ
ー
ス
は
、
電
鉄
魚
津
駅
(
パ
ス
午

前
8
時
お
分
発
)
|
坪
野
下
車
(
徒
歩
)

|
六
百
峠
|
坪
野
、
帰
り
は
パ
ス
を
利

用
し
ま
す
。

参
加
者
は
畳
食
持
参
の
う
え
、
電
鉄

魚
津
駅
に
午
前
8
時
日
分
ま
で
お
集
ま

り
く
だ
さ
い
。
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体力づくり
グループを紹介

市では次の体力づくりの自主クラブが誕生

して、活発な活動を続けています。

市民の体育向上のためにうれしいことです。

この他に自主グループが結成きれていました

ら、市教委までお知らせください。

今後の社会体育施設 ・設備の整備や助成の

資料にいたしたいと思います。

団体名 活動場所 練習日 時間 会員数 対象

① さっき会 総体 水
13 : 30-

22 婦人15 : 00 

② 
大マ町さ小んマパ

西中体 水
19 : 30-

30 婦人
レーポール

21 : 00 

本江小マ
19 : 30-

③ マさんパ 西中体 水 21 : 00 17 
婦人

レーボール

魚津アフロー 18: 00-
④ ンニス 総体 木 21 : 00 39 一般男女クフ.

⑤ 体魚ブ津操整ク美ラ 村木小 月・木
19 : 30-

27 壮年婦人21 : 00 

村木婦人 19・00-
⑥ バレーポ 村木小 水 21 : 00 26 

婦人
-Jレ

⑦ 魚走津ろう会 総体 水
19: 45-

92 幼高齢児者~ 20・30

上野ポ方小 第1・ 20: 00-
親子 |⑧ スーツ 上野方小 3土 22 : 00 60 

クラプ

市
中
往
来

陶
佐宴

莞家
1入 栄

明

魚迂号芝
きさ lE 
さん
主(52)
交歳

4
『
佐
賀
枝
さ
ん
と
そ
の
作
品

佐
賀
枝
さ
ん
は
、
現
在
栄
明
寺
の
僧

巴
を
し
て
お
い
で
で
す
ガ
、
そ
の
陶
芸

歴
は
古
く
、
作
陶
は
昭
和
問
年
こ
ろ
か

ら
始
め
ら
れ
、
師
に
は
京
都
の
山
田
苗

氏
や
荒
尾
常
蔵
氏
ガ
あ
り
ま
す
。

作
ロ
∞
は
、
食
器
類
の
ほ
か
、
つ
ぼ
や

茶
陶
も
得
意
と
す
る
と
こ
ろ
で
、
作
ロ
∞

展
は
県
下
で
は
棟
方
志
切
氏
ゆ
か
り
の

福
光
の
光
徳
寺
な
ど
で
三
回
、
全
国
で

は
九
州
を
は
じ
め
十
回
も
開
い
て
お
ら

れ
ま
す
。

ま
芝
、
氏
は
練
上
げ
手
の
手
法
を
よ

く
す
る
数
少
な
い
一
人
で
、
貴
重
な
存

在
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
か
ら
の
作

田
に
は
京
の
良
さ
に
ふ
る
里
の
持
ち
昧

ガ
加
わ
っ
て
一
層
香
り
高
い
作
自
ガ
期

待
さ
れ
ま
す
。

たた.しい広告て

美しい都市を

体力づくりグループ一覧表

1
1
1
J
 

4

・・・
，，，
E
E

、、

育体問夜のブ-フhJ
 

子親方野上l
」のた企

皆
さ
ん
が
、
一
歩
外

へ
出
れ
ば
、
看

板
、
広
告
塔
な
ど
多
く
の
広
告
物
を
目

に
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
も
し
、
こ

れ
ら
の
広
告
物
が
無
秩
序
に
表
示
さ
れ

る
と
し
た
ら
、
美
し
い
景
観
が
損
わ
れ

た
り
皆
さ
ん
に
危
害
が
及
び
か
ね
ま
せ

ん
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、

基
準
を
定
め
て
屋
外
広
告
物
の
規
制
を

行
っ
て
い
ま
す
。

屋
外
で
広
告
を
出
す
と
き
は
、
許
可

が
必
要
で
あ
り
、
広
告
の
出
せ
な
い
地

域
(
魚
津
市
で
は
、
第
一
種
住
居
専
用

地
域
、
第
二
種
住
居
専
用
地
域
、
国
道

8
号
線
並
び
に
魚
津
漁
港
よ
り
滑
川
方

面
に
至
る
県
道
魚
津
氷
見
線
の
道
路
等

そ
の
他
)
及
び
物
件
、
広
告
を
出
し
た

時
守
ら
ね
ば
な
ら
な
い
事
や
、
広
告
が

禁
止
さ
れ
て
い
る
も
の
、
許
可
の
規
定

か
ら
除
多
さ
れ
る
広
告
等
が
あ
り
ま
す

か
ら
、
屋
外
で
広
告
を
出
さ
れ
る
方
は
、

富
山
県
都
市
計
画
課
業
務
係
、
又
は
、

市
役
所
建
設
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
宮
内
線
2
7
8
番

〔下図のよう叫訂あってはいけ広いJ

(7) 



あ
だ
た
か
い
対
話
で
育
て
る
明
る
い
社
会
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学
園
だ
よ
り
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校
庭
で
熱
'じ
な
練
習
σ〉
サ
‘Y 

カ

ク
フ
プ

。
た
く
ま
し
い
子
。
を

か
を
御
紹
介
い
た
し
ま
す
。
こ
れ
は
、

当
校
の
育
成
会
の
中
に
、
か
つ
て
水
泳
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
サ

ッ
カ
ー
、

卓
球
な

ど
の
部
門
で
県
下
で
も
一
、
二
を
争
う

名
選
手
で
あ

っ
た
父
兄
が
た
く
さ
ん
お

ら
れ
、
村
木
校
を
か
つ
て
の
栄
光
あ
る

学
校
に
し
よ
う
で
は
な
い
か
、
わ
れ
わ

れ
育
成
会
と
先
生
方
と
協
力
し
合

っ
て

新
し
い
伝
統
を
つ
く
ろ
う
で
は
な
い
か

と
い
う
自
然
発
生
的
な
も
の
で
、
県
下

で
も
珍
し
い
存
在
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

一
例
を
水
泳
に
と
り
ま
す
と
、

学
校
の
正
規
の
授
業
の
他
に
、
水
泳
ク

ラ
ブ
を
作
り
こ
れ
ら
の
父
兄
が
三
名
交

代
に
、
生
徒
の
指
導
に
積
極
的
に
当
ら

れ
る
た
め
、
非
常
に
成
果
が
あ
が

っ
て

居
り
、
始
め
は
全
然
泳
ぎ
を
知
ら
な
か

っ
た
子
が
水
泳
シ
ー
ズ
ン
の
終
り
に
は

市
内
の
小
学
校
対
抗
戦
に
出
て
新
記
録

を
出
す
と
云
う
よ
う
な
と
こ
ろ
ま
で
行

っ
て
い
ま
す
。
本
年
も
7
月
初
日
に
行

わ
れ
た
市
内
小
学
校
水
泳
大
会
で
は
、

新
記
録
二
十
三
の
中
で
、
当
校
が
二
十

一
も
出
す
と
云
う
よ
う
な
状
態
で
し
た
。

こ
れ
は
一
例
に
過
ぎ
ま
せ
ん
が
、
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
や
サ

ッ
カ
ー
に
つ
い
て
も
同

じ
こ
と
が
云
え
る
様
で
す
。

「
勉
強
も

せ
ず
に
運
動
だ
け
し
て
そ

-M盛

れ
で
よ
い
の
だ
ろ
う
か
日

開
凶

一

こ
の
様
に
考
え
る
の
は
子

胃
園
田

を
も
っ
親
と
し
て
は
当
り

正
副

ま

え

の

こ

と

で

す

が

、

こ

.
，
一

れ
が
「
最
近
の
子
供
は
ま

.
君
-

す
ま
す
体
が
強
く
な

っ
た

謹

し
、
性
格
も
明
る
く
な
り
、

宮

一一

動
作
も
き
び
き
び
し
、
勉

ρ九一↓

強
も
よ
く
や
る
よ
う
に
な

ろ

~

っ
た
U

と
の
父
兄
の
声
も

な
迂
-

聞
か
れ
る
様
に
な
っ
た
の

瞬
1

告

は
非
常
に
う
れ
し
い
こ
と

魁
4

で
す
。
そ
の
た
め
に
プ
ロ

二

了

ジ
エ
ク
ト
チ

l
ム
と
し
て

U一

は
、
次
の
こ
と
を
心
が
け

繁

一一一

て
い
ま
す
。

面
唱

4
6

・・

ー
l

l

第
一
は
、
運
動
を
す
る

こ
と
に
よ
り
、

意
志
の
強
い
明
る
い
心

を
育
て
る
。

第
二
は、

責
任
の
あ
る
行
動
と
言
動

を
運
動
を
通
し
身
に
つ
け
て
ゆ
く
。

第
三
は
、
友
愛
と
敬
愛
の
心
身
を
育

て
る
。
第
四
に
、
最
後
ま
で
や
り
遂
げ
る
。

(8) 

以
上
の
様
な
も
の
で
す
。
こ
の
他
に
当

校
に
は
、
地
域
社
会
の
歴
史
を
尋
ね
よ

う
と
い
う
気
持
ち
か
ら
H

歩
こ
う
会
。

を
四
年
前
か
ら
始
め
、
早
月
川
、
片
貝

川
、
そ
の
他
天
神
山
ま
で
歩
き
、
現
堀

り
な
ど
で
父
兄
と
子
供
が
共
に
楽
し
ん

で
居
り
ま
す
。
又
昨
年
か
ら
は
生
が
い

教
育
の
一
環
と
し
て
の
か
家
庭
教
育
学

級
H

を
始
め
H

賢
い
親
と
し
て
の
幅
広

い
教
養
を
身
に
つ
け
よ
う
。
を
モ

ッ
ト

ー
に
し
て
、
女
の
子
の
し
つ
け
方
、
男

の
子
の
性
教
育
、
草
花
の
植
え
方
、
図

書
館
の
利
用
の
仕
方
な
ど
と
多
彩
な
行

事
を
行
っ
て
居
り
ま
す
。(

敬
称
略
)

市
に
次
の
ご
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

マ
ヤ
マ
ハ
コ
ン
サ
ー
ト
グ
ラ
ン
ド

ピ
ア
ノ

・
い
す

・
カ
パ
l
(
百

四
十
八
万
円

)
1道
下
小
学
校

備
品
と
し
て
村
木
関
口
健
吉

マ
魚
津
市
大
火
の
写
真

二
二
ハ
枚

ー
記
録
と
し
て
永
年
保
存
用
魚

津
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
ス
ク
エ
ア
サ

ン
プ
ラ
ザ
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新しい明日をひらく公民館
〔経団公民館の巻〕

今
月
は
経
団
公
民
館
を
た
ず
ね
経
沢

館
長
さ
ん
に
、
多
忙
の
中
か
ら
経
団
公

民
館
が
取
り
組
ん
で
い
る
生
が
い
教
育

に
つ
い
て
の
一
文
を
寄
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

公
民
館
と
生
が
い
教
育

.A.夜の公民館入口

経
団
公
民
館
長

経
沢

現
在
の
経
団
公
民
館
は
、
旧
村
役
場

の
二
階
を
改
造
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
、

一
階
に
は
市
の
連
絡
所
と
消
防
支
所
が

あ
り
、
二
つ
の
細
い
階
段
が
昇
降
口
に

な
っ
て
い
ま
す
。

公
民
館
活
動
の
良
否
は
、
建
物
で
は

な
い
と
云
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
決
し
て

集
り
や
す
い
公
民
館
で
あ
る
と
は
い
え

な
い
と
思
い
ま
す
。

や
は
り
、
各
団
体
が
自
分
遠
の
部
屋

を
持
っ
て
い
て
、
い
つ
で
も
自
由
に
利

用
で
き
る
よ
う
に
し
た
、
人
間
生
が
い

教
育
の
場
に
ふ
さ
わ
し
い
近
代
的
な
明

る
い
建
物
が
望
ま
し
い
と
思
い
ま
す
。

幸
い
経
団
地
区
に
は
、
先
輩
方
の
努

力
に
よ
っ
て
旧
保
育
所
を
利
用
し
た
福

祉
会
館
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
校
下
に
は
、
江
口
、
西
尾
崎
、

持
光
寺
、
天
王
団
地
の
ほ
か
に
、
今
年
は

上
坂
の
下
、
平
伝
寺
に
も
町
内
公
民
館

が
建
設
さ
れ
、
地
区
公
民
館
と
の
関
連

に
お
い
て
、
円
滑
に
幅
広
い
活
動
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
来
ま
し
た
。

さ
て
、
公
民
館
活
動
の
充
実
は
、
住

民
の
要
求
を
単
に
み
た
す
と
い
う
だ
け

で
は
な
く
要
求
を
堀
り
下
げ
て
必
要
に

勇

』
F

映
写
機
を
利
用
し
て
会
議
の
進
め
方
を

学
習
す
る
青
年
学
級
の
皆
さ
ん

応
じ
て
発
展
さ
せ
な
い
と
意
義
が
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

確
か
に
、
多
く
の
予
算
と
す
ぐ
れ
た

職
員
が
必
要
だ
と
は
思
い
ま
す
が
、
そ

れ
に
も
増
し
て
公
民
館
活
動
の
近
代
化

と
発
展
を
可
能
に
す
る
か
ぎ
は
、
公
民

館
関
係
者
が
そ
の
振
興
に
ど
こ
ま
で
熱

意
を
示
す
か
と
い
う
点
に
あ
る
と
思
い

ま
す
。
や
が
て
、
小
数
の
熱
意
が
広
い

範
囲
に
働
き
、
多
様
で
盟
か
な
奉
仕
を

住
民
に
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
れ
ば
、
地
域
的
特
色
を
充
分
に
発
揮

し
た
盟
か
で
住
み
よ
い
社
会
を
作
る
こ

と
が
可
能
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

い
ま
そ
れ
ぞ
れ
の
公
民
館
が
取
り
取

ん
で
い
る
生
が
い
教
育
に
つ
い
て
考
え

て
見
た
い
と
思
い
ま
す
。

人
聞
の
一
生
を
社
会
教
育
的
に
見
ま
す

と

-
ぜ
ろ
歳
か
ら
三
歳
ま
で
を
乳

児
期
-
四
歳
か
ら
六
歳
ま
で
を
幻
児

期
と
し
て
、

こ
の
時
期
は
、
肉
体
的
に
正

常
な
発
達
、
親
の
愛
情
や
基
本

的
な
生
活
習
慣
の
し
つ
け
に
関

す
る
こ
と
な
ど
で
、
若
妻
の
学

習
が
大
切
に
な
っ
て
来
ま
す
0

・
七
歳
か
ら
一
六
歳
こ
ろ
ま
で

の
少
年
時
代
は
、

子
供
集
団
内
で
の
経
験
か
ら
、

人
生
の
心
の

ふ
る
さ
と
が
形
成

さ
れ
る
年
代
と
し
て
、
家
庭
で

親
が
果
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
教
育
が

特
に
大
切
で
す
。

-

一
七
歳
か
ら
二
五
歳
こ
ろ
ま
で
の
青

年
時
代
は
、

大
人
へ
の
移
行
期
で
、
一
般
教
養
や

人
間
と
し
て
の
生
き
方
な
ど
、
人
生
の

初
心
を
作
り
生
が
い
の
現
実
的
な
生
活

基
盤
が
形
成
さ
れ
ま
す
。

-
二
五
歳
前
後
は
、
夫
婦
に
な
る
資
格

親
に
な
る
資
格
も
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
年
代
で
す
。

-
三

O
歳
か
ら
四
五
歳
こ
ろ
は
、

生
産
的
、
社
会
的
に
中
堅
の
位
置
に

存
在
し
、
各
種
集
団
グ
ル
ー
プ
で
活
動

を
行
な
っ
て
具
体
的
主
体
者
と
し
て
の

政
治
学
習
や
趣
味
娯
楽
な
ど
の
意
味
が

身
に
つ
き
ま
す
。

-
四
五
歳
か
ら
五
五
歳
こ
ろ
ま
で
は
、

自
ら
の
個
性
的
創
造
活
動
に
よ
る
ア

イ
デ
ア
を
発
揮
で
き
る
時
代
と
い
わ
れ

ま
す
。

-
五
五
歳
か
ら
六
五
歳
こ
ろ
は
、

社
会
的
に
活
動
が
認
め
ら
れ
る
時
代

で
、
社
会
奉
仕
を
膚
で
味
わ
え
る
時
代

だ
と
い
わ
れ
ま
す
。

-
六
五
歳
以
上
は
、

生
き
る
意
味
を
真
剣
に
考
え
、
人
生

の
ら
ん
熟
期
の
生
活
を
味
わ
え
る
高
齢

者
と
い
わ
れ
、
死
の
意
識
か
ら
人
聞
の

安
定
を
思
い
宗
教
的
活
動
な
ど
に
よ
り

宇
宙
の
背
景
に
あ
る
精
神
的
存
在
を
知

る
時
代
で
あ
る
と
き
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

教
育
は
人
な
り
と
い
い
ま
す
が
、
運

営
も
又
、
人
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
す

べ
て
が
公
民
館
の
み
で
実
践
が
可
能
で

あ
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
が
、
社
会
的
に

一
番
お
う
盛
な
年
代
で
あ
る
中
年
層
や

壮
年
層
の
学
習
が
、
ど
こ
の
地
区
で
も

進
ん
で
い
な
い
こ
と
は
、
反
省
す
べ
き

事
柄
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

以
上
の
よ
う
に
生
が
い
教
育
は
大
変

幅
の
広
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

私
達
公
民
館
人
は
、
明
る
い
社
会
の

建
設
を
ね
が
っ
て
身
近
な
行
事
を
基
と

し
て
、
生
が
い
教
育
を
実
践
し
、
人
並
み

の
役
目
と
使
命
を
果
た
し
た
い
と
念
じ

て
い
ま
す
。

ち
な
み
に
経
田
公
民
館
は
、
各
種
学

級
の
ほ
か
に
住
民
運
動
会
を
主
催
し
、

七
夕
の
行
事
も
実
行
委
員
会
を
組
織
し

て
運
営
し
て
い
ま
す
。

(9) 
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麗瞳璽瞳醐
こまつだときには、ご利用く芝
さい。
相談料はいりません。

市民相談
物価問題等相談

日曜日を除き白日

午前8時30分~午後5時まで
土曜日は正午まで
市役所市民相談室

行政相談

毎月第7・第3木曜日
午後T時-4時
市役所市民相談室

交通事故相談(巡回)

行
政
の
相
談
な
ど

お
気
軽
に
ど
う
、
ぞ

m月
刊
日

(
a
i日
月
幻
自
(
主
)
は
行
政
管
理
斤
が
、
全
国
い
っ
せ
い
に
行
う
行
政

相
談
週
間
で
す
。

市
で
は
こ
の
週
間
に
ち
な
ん
で
、
次

の
と
お
り
行
政
相
談
所
の
開
設
な
ど
を

行
い
ま
す
。
家
庭
内
で
の
心
配
ご
と
や
、

役
所
の
こ
と
に
つ
い
て
苦
情
の
あ
る
方
、

お
困
り
の
方
は
気
軽
に
相
談
に
お
い
で

く
だ
さ
い
。

川
合
同
行
政
相
談

と
き

m
月
幻
日

午
後
1
時
1
午
後
5
時

と

こ

ろ

経

団

連

絡

所

担

当

富

山

行

政

監

察

局

行

政

相
談
委
員
、
魚
津
市
社

会
福
祉
協
議
会
(
心
配

ご
と
相
談
所
)
、
魚
津

市
市
民
相
談
室

ω行
政
懇
談
会

と

き

叩

月

幻

日午
前
日
時
1
午
後
0
・時

4
司
気
楽
に
話
し
合
え
る
行
政
懇
談
会

と
こ
ろ

出
席
者

市
役
所
二
階
第
一
会
議

室行
政
相
談
委
員
、
富
山

行
政
監
察
局
担
当
部
局

職
員
、
魚
津
市
担
当
部

局
職
員

10月 6 日制~ ・ 10月20白例

人権相談

日曜日を除き包巳

午前9時~午後4時まで
土曜日は正午まで
富山地方法務局魚津支局

午前10時~午後3時
県魚津総合庁舎内

魚津地方県民相談室

砂
市
役
所
一

階
に
聞
か
れ
て
い
る
高
年
齢

者
職
業
相
談
室

高
年
齢
者
に

温
か
い
職
場
を

川
月
中
は
、
中
高
年
齢
者
雇
用
促

進
月
間
で
す
(
刊
月
1
日

i
M日
)

皆
き
ん
今
月
は
、
中
高
年
齢
者
の
雇

用
促
進
月
間
で
す
。
中
高
年
齢
者
に
温

か
い
職
場
を
与
え
、
そ
の
労
働
能
力
を

十
分
に
発
揮
し
て
、
生
き
が
い
の
あ
る

職
業
生
活
を
送
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う

税の相談

包月5日・15日・25日
午前9時~午後4時
魚津税務署
相談日ガ日曜日に当つだ場合は翌日

心配ごと相談
月曜日を除き白日

午前9時~午後4時
福祉センター百楽荘

に
し
て
上
げ
た
い
も
の
で
す
。
雇
用
促

進
に
つ
い
て
は
従
前
か
ら
い
ろ
い
ろ
の

施
策
が
講
じ
ら
れ
て
来
て
い
ま
す
が
、

そ
の
主
な
も
の
と
し
て
、

。
高
年
齢
者
に
対
し
て
は
、

能
力
再
開
発
の
た
め
の
職
業
訓
練

(
手
当
の
支
給
)
の
受
講

職
場
の
適
応
性
を
図
る
職
場
適
応

訓
練
(
手
当
の
支
給
)
の
受
講

雇
用
保
険
金
の
給
付
延
長
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

。
事
業
主
に
対
し
て
は
、

定
年
延
長
へ
の
助
成

高
年
齢
者
雇
用
奨
励
金
の
支
給

職
場
適
応
訓
練
委
託
料
の
支
給

な
ど
が
あ
り
ま
す
の
で
こ
の
期
会
に
せ

い
ぜ
い
ご
相
談
、
ご
利
用
く
だ
さ
る
よ

う
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
気
軽
に
ご
相
談
い
た
だ
け
る

魚
津
市
高
年
齢
者
職
業
相
談
室
(
魚
津

市
役
所
一
階
正
面
左
奥
)
も
、
あ
り
ま

す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

魚
津
公
共
職
業
安
定
所
宮
@
0
3
6
5 内職相談

包週、月 ・水・金曜日

午前9時30分~午後3時
市役所市民相談室

日曜日を除き包日

午前8時30分~午後5時まで
土曜日は正午まで
市役所高年齢者職業相談室

高年齢者職業相談

魚
津
公
共
職
業
安
定
所
朝
日
分
室

宮
②
1
0
1
9
8

北
電
の
電
気
相
談

北
陸
電
力
魚
津
営
業
所
で
は
、

電
気
器
具
の
簡
単
な
故
障
修
理
を

無
料
で
行
っ
た
り
、
電
気
よ
ろ
ず

相
談
を
次
の
日
程
で
聞
き
ま
す
か

ら
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

叩
月
ロ
日

ω
火
の
宮
公
民
館

叩
月
日
日
幽
南
町
公
民
館

午
後
1
時
泊
分

1
午
後
4
時

ゆ

3
沼
田
町

ー
ト
ー
日
…
似
一

文
化
会
館

午
前
日
時
1
午
後
4
時

(10) 
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赤
い
羽
椴
で
み
な
さ
ん
に
親
し
ま
れ

て
い
る
共
同
募
金
運
動
が
、
こ
と
し
も

叩
月

1
日
か
ら
始
ま
り
、
ロ
月
の
歳
末

助
け
あ
い
運
動
と
合
わ
せ
て
、
暮
れ
の

訂
日
ま
で
続
け
ら
れ
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
明
る
い
住
み
よ
い
町
づ

く
り
と
、
不
幸
な
人
た
ち
の
た
め
に
役

立
て
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
社
会
全
体

が
共
同
し
て
行
う
募
金
活
動
で
す
。

み
な
さ
ん
の
善
意
に
よ
っ
て
大
き
な
成

果
が
得
ら
れ
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

(
昨
年
度
の
実
績
)

‘
赤
い
羽
根
・
私
も
い
た
だ
く
わ

昨
年
は
市
民
の
皆
さ
ん
の
あ
た
た
か

い
ご
協
力
に
よ
っ
て
、
百
六
十
六
万
四

千
二
百
三
十
円
の
寄
付
金
が
あ
り
目
標

額
の
一
一
一

、
四
%
と
い
う
好
成
績
を

お
さ
め
ま
し
た
。

(
そ
の
配
分
先
は
次
の
と
お
り
で
す
)

寄
付
金
は
全
額
、
県
の
共
同
募
金
会

に
お
さ
め
ら
れ
、
同
会
か
ら
改
め
て
市

内
の
民
間
施
設
、
団
体
に
配
分
さ
れ
ま

す
。
昨
年
の
魚
津
市
の
配
分
先
は
、
特

別
養
護
老
人
ホ

l
ム
新
川
ヴ
ィ

l
ラ」

へ
備
品
の
購
入
の
た
め
十
万
円
、
身
体

障
害
者
協
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、

骨
子
福
祉
協
議
会
等
め
ぐ
ま
れ
な
い
社

会
福
祉
関
係
の
問
団
体
へ
七
十
八
万
二

千
円
配
分
さ
れ
、
社
会
福
祉
の
向
上
に

役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

(
今
年
の
目
標
額
)

市
の
今
年
の
目
標
額
は
百
七
十
九
万

六
千
百
円
で
す
。

あ
ら
た
め
て
市
民
各
位
の
温
い
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

豊
か
な
く
ら
し
と
住
み

よ
い
社
会
を
つ
く
る

郵
便
貯
金
月
間

「
国
民
の
生
活
に
深
く
結
び
付
き
広
く

ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
郵
便
貯
金
は

、
昨
年
創
業
一

O
O
年
を
迎
え
、
本
年

は
第
二
世
紀
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し

ま
lν

た
。

こ
の
郵
便
貯
金
と
し
て
預
け
ら
れ
た

資
金
は
、
国
の
財
政
投
融
資
の
主
要
な

原
資
と
し
て
国
民
の
福
祉
増
進
に
関
係

の
深
い
住
宅
の
建
設
、
公
害
の
防
止
、

生
活
環
境
の
整
備
、
中
小
企
業
、
農
林

漁
業
の
近
代
化
、
道
路
、
鉄
道
等
の
建

設
、
文
教
施
設
の
拡
充
な
ど
各
方
面
に

融
資
さ
れ
て
お
り
、
資
金
運
用
部
資
金

の
五
七
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
に
至
っ

て
お
り
ま
す
。

国
営
貯
蓄
機
関
と
し
て
の
郵
便
貯
金

が
国
民
の
経
済
生
活
の
安
定
向
上
と
資

産
づ
く
り
の
上
で
果
た
す
役
割
は
ま
す

ま
す
強
ま
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
豊
か
な
く
ら
し
と
住
み

よ
い
社
会
を
築
い
て
い
く
た
め
、
郵
政

省
で
は
、
日
月
1
日
か
ら
叩
月
白
日
ま

で
を
特
に
郵
便
貯
金
月
間
と
し
て
い
ま

す
の
で
、

一
層
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を

お
願
い
し
ま
す
。

魚
津
郵
便
局
宮
②
1
0
3
9
0

由
ゅ
う
び
ん
ミ
ニ
ガ
イ
ド

。
郵
便
番
号
簿
の
無
償
配
布

現
在
配
布
さ
れ
て
い
る
郵
便
番
号
簿
は

必
年
度
に
配
布
さ
れ
た
も
の
で
、
既
に

三
年
を
経
過
し
、
掲
載
内
容
の
一
部
に

非
現
行
部
分
が
生
じ
て
い
る
等
の
実
情

に
あ
る
た
め
、
日
年
度
版
の
新
し
い
郵

便
番
号
簿
を
次
に
よ
り
配
布
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
郵
便
番
号
簿
に
、
手
紙
は
が

き
郵
便
日
数
表
(
全
国
主
要
都
市
あ
て

の
郵
便
物
の
標
準
送
達
所
要
日
数
表
)

を
折
込
み
配
布
し
ま
す
の
で
せ
い
ぜ
い

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

-

配

布

部

数

一

世

帯

一

部

あ

て

れ

2
配
布
期
限
地
域
ご
と
に
順
次
配
達
人
H

し
、
遅
く
と
も
叩
月
末
日
ま
で
に
配
達
け

を

完

了

し

ま

す

。

け

も
し
、
叩
月
末
日
ま
で
に
配
達
さ
れ
け

な
い
場
合
は
当
局
へ
申
し
出
く
だ
さ
い
。
付

郵

便

配

達

ご

苦

労

さ

ん

*

み
M

d
司

9
月
7
日
魚
津
郵
便
局
で
配
達
の
み

*
V
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

な
さ
ん
の
安
全
を
祈
っ
て
、
交
通
安
全
対
日
年
度
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

宣
言
と
祈
願
祭
を
行
な
い
ま
し
た
。
れ
が
始
ま
り
ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

A
H

の
流
行
シ
ー
ズ
ン
に
備
え
て
健
康
保

一付

持
の
た
め
是
非
受
け
ま
し
ょ
う
。

一
け
な
お
、
こ
の
注
射
は
二
回
受
け
な
い

一
吋
と
効
果
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ぞ
れ

一
村
該
当
地
区
の
小
学
校
で
受
け
て
く
だ

一
*

き
い
。
保
育
園
、
幼
稚
園
児
は
各
国

一
的
で
接
種
し
ま
す
。

一
一
一
マ
接
種
料
金

一
対

3
歳
1
日
歳
未
満
一
回
に
つ
き
初
円

付
日
歳
以
上
一
回
に
つ
き
捌
円

合
同
引
斗
刺
↓
剛
剖
到
刺
ゴ
副
剖
剖
寸
.剥
1.刑
ー

か

一白倉一

m
月
6

日一

ω
月
日
日
一
白
合
小
学
校

*一
片貝一一
ω
月
ロ
日
一
一
山
月
幻
日
一
片
貝
小
学
校

付

一坪野一

m
月
日
日
一

ω
月
n
日
一
坪
野
公
校

合

一道
下
一
叩
月
鈎
日
一
日
月
2

8

一
道
下
小
学
校

*一
絵倉一

ω
月
初
日
一
日
月
2

8

一
怯
倉
小
学
校

竹

一上中尚一

ω
月
初
日
一
日
月
8

日
一
上
中
山
小
学
校

合

一吉
均
一
日
月
5

日
一
日
月
ロ
日
一
古
島
小
学
校

け
一経
団
一
日
月

ω
日
一
日
月
口
日
一
経
団
小
学
校

三

州
布
地
一
日
月
8

日
一
日
月
口
日
一
商
事
小
学
校

対
マ
受
付
時
間

l
各
日
共
午
後
1
時
1

M

2
時

れ
マ
問
診
票

1
当
日
会
場
で
保
護
者
(

女

大
人
の
場
合
は
本
人
)
が
記
入
押
印

*
 
会

し
て
く
だ
さ
い
。
印
が
押
し
て
な
い

け
場
合
は
接
種
し
ま
せ
ん
か
ら
特
に
注

吋
意
し
て
下
き
い
。

‘
一
人
ひ
と
り
の
安
全
を
祈
っ
て

孟主』

BI広三.雪
~ち~企・・

主iLY4n

お
祝
い
電
報
は

予
約
受
付
で

秋
の
結
婚
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、
大

安
日
や
土
曜
、
日
曜
日
は
祝
電
の
ラ

ッ
シ
ュ
で
す
。
叩
目
前
か
ら
予
約
受

付

(
配
達
日
時
指
定
)
を
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
お
早
め
に
ご
利
用
く
だ

支
」
い

。

く
わ
し
く
は

宮
⑫
l
2
5
0
0
(無
料
)

魚
津
電
報
電
話
局

、、EE
，，

.•••• 
・・・・・
'
'E
E

‘、
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日
月
か
ら
児
童
扶
養
手
当
な
ど
が

増
額
に
な
り
ま
す

該
当
者
は
も
れ
な
く
叩
月
中
に
申

請
を児

童

扶

養

手

当

対
象
と
な
る
の
は
、
次
の
よ
う
な
児

童
の
場
合
で
そ
の
児
童
の
母
や
、
母
に

か
わ
っ
て
養
育
し
て
い
る
人
に
支
給
さ

れ
ま
す
。

た
だ
し
障
害
福
祉
年
金
と
老
齢
福
祉

年
金
を
除
く
、
そ
の
他
の
公
的
年
金
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人
に
は
支
給
さ

れ
ま
せ
ん
。

-

父
母
が
離
婚
し
た
後
、
父
親
と
別

れ
て
生
活
し
て
い
る
児
童

2
父
が
死
亡
し
た
児
童

3

父
が
廃
疾
の
状
態
に
あ
る
児
童

4

一
年
以
上
に
わ
た
り
、
父
が
法
律

に
よ
り
拘
禁
さ
れ
て
い
る
児
童

5
一
年
以
上
に
わ
た
り
父
が
生
死
不

明
の
児
童

6

一
年
以
上
に
わ
た
り
父
か
ら
遺
棄

さ
れ
て
い
る
児
童

7

婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
生
ま
れ
た
児

童
手
当
の
月
額

V
児
童
一
人
の
場
合
は
叩
月
か
ら

月
額
一
七
、
六
g
円
(
現
行
一
五
、
六C
C
円
)

V
児
童
二
人
目
か
ら
は
、

月
額

二
、
8
0円
(
現
行
八

00円
)

V
児
童
三
人
目
以
降
か
ら
は

月
額
四

O
O
円
(
現
行
四

O
O
円
)

が
加
算
さ
れ
ま
す
。

ま
た
支
給
対
象
範
囲
も
ひ
ろ
が
り
、

児
童
の
年
齢
が
四
歳
未
満
ま
で
引
き
上

げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

三
年
間
で
段
階
実
施
し
ま
す
の
で
、

今
年
は
、
今
春
中
学
校
を
九
十
業
し
た
児

童
の
み
が
こ
れ
に
該
当
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
該
当
す
る
人
は
、
叩
月
中
に

申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

特

別

児

童

扶

養

手

当

対
象
と
な
る
児
童
は
初
歳
未
満
で
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
で
す
。

た
だ
し
、
そ
の
児
童
が
廃
疾
で
年
金

を
も
ら
っ
て
い
る
と
き
は
支
給
さ
れ
ま

せ
ん
。
1

精
神
の
発
達
が
遅
れ
て
い
る
た
め

日
常
生
活
に
常
時
介
護
を
必
要
と
す

る
児
童
。

身
体
に
重
度
の
障
害
の
あ
る
児
童
。

3

身
体
の
機
能
の
障
害
又
は
、
長
期

に
わ
た
る
安
静
を
必
要
と
す
る
病
状

が
日
常
生
活
に
常
時
の
介
護
を
必
要

と
す
る
程
度
の
も
の
。(
心
機
能
障
害

結
核
性
疾
患
、
血
液
疾
患
、
肝
臓
疾

患
な
ど
)

4
精
神
の
障
害
で
、
前
各
号
と
同
程

度
以
上
と
認
め
ら
れ
る
人
。
(
精
神
分

2 

裂
症
、
て
ん
か
ん
、
そ
う
う
つ
症
な

ど
)

5

身

体

の

機
能
障
害
と
、
精
神
の
障

害
が
重
複
す
る
場
合
で
、
前
各
号
と

同
程
度
以
上
と
認
め
ら
れ
る
も
の
。(

身
体
障
害
と
精
神
障
害
の
併
合
障
害
)

手
当
の
額

障
害
児
一
人
に
つ
き
月
額

(
一
級
)
ニ口
、
=一
c
c
円
(
現
行
一八
、
8
0円
)

(
二
級
)
=
一
、
き
ロ
円
(
現
行
二
、
8
0円
)

お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
社
会
福
祉
課

宮
内
線

2
4
3
番
へ
ど
う
ぞ

あ
な
た
の
職
場

に
国
の
退
職
金

制
度
を

中
小
企
業
に
働

く
従
業
員
の
老

後
の
安
定
お
よ

び
中
小
企
業
の

振
興
に
役
立
つ
国

の
退
職
金
共
済
制
度

を
ご
存
じ
で
す
か
。

こ
の
制
度
は
、
中
小
企
業
に
も
、
国

の
援
助
で
大
企
業
な
み
の
魅
力
あ
る
退

職
金
が
支
給
で
き
る
よ
う
に
と

hAJ

い
う
趣
旨
で
作
ら
れ
た
制
度

っ
し
、

リ

/
Au
-
-
J弘

で
、
国
か
ら
補
助
金
の
出
て

"

:l
TA
1
:岳
い

/
G
E
-
F
E牢
7
?
、

い
る
唯
一
の
退
職
金
制
度
で
/
、
L
ち
5
3
1
ソー

へ

す。

/f

こ
の
制
度
を
利
用
し
ま
す
と
、
月
づ

き
わ
ず
か
な
掛
金
で
、
将
来
多
額
の
退

職
金
が
支
給
で
き
る
う
え
、
安
全
、
確

、、
•• 
，，
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守

住
民
検
診
日
平呈

日11月1 日11月1 日11月1 2日71月0 2日71月0 2日71月0 2日61月0 2日61月0 1日9}月O 1日91月0 1日81月0 1日81月0 1日81月0 月日 ! 
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口
新
川
地
区
畜
産

共
進
会
開
催
案
内

日

時

叩

月

1
日
午
前
9
時
か
ら

場
所
魚
津
市
家
畜
市
場

出
品
区
分
お
よ
び
頭
数

乳

用

牛

経

産

牛

叩

頭

未
経
産
牛
目
頭

肉

用

牛

肥

育

牛

ω頭

豚

未

経

産

豚

叩

頭

経

産

豚

叩

頭

肉

豚

目

頭

出
品
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
市
農
政

課
畜
産
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

宮
内
線
2
6
8
番

。
技
能
検
定
の
ご
案
内

第3櫨郵便物認司 底思 うおづ 51.10.1 

善意の忌'ど ご寄付(敬称略)

50，000 

20，000 

10，000 

20，000 

新金屋一丁目

新金屋二丁目

町木

江

並

本

久太郎

進一

花枝

宏

住吉

長谷川

長田

黒田

「
今
月
の
納
税
」

富
山
県
技
能
検
定
協
会
で
は
、
日
年

度
後
期
技
能
検
定
を
日
月
下
旬
か
ら
2

月
下
旬
の
聞
に
行
な
い
ま
す
が
、
そ
の

受
検
者
の
申
し
込
み
を
次
の
よ
う
に
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

V
検
定
種
目

l
け
が
き
、
時
計
修
理
、

建
設
機
械
整
備
、
大
工
工
事
、
建
築

配
管
、
機
械
製
図
な
ど
三
十
四
職
種

V
受
検
申
込
書
の
受
付
叩
月
幻
日
(
金
)

か
ら
日
月
4
日
(木
)ま
で

V
提
出
先
H
H
富
山
市
新
富
町
二
丁
目
四

ー
二
二
、
富
山
県
商
工
会
館
内
富
山

県
技
能
検
定
協
会

申
請
書
の
用
紙
は
、
検
定
協
会
、
商

工
会
議
所
に
あ
り
ま
す
。
郵
送
希
望
の

人
は
、
あ
て
先
を
明
記
し
、
百
四
十
円

切
手
を
貼

っ
た
返
信
用
封
筒
を
同
封
し

て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
く
わ
し
い

10，000 

50，000 

30，000 

20，000 

3，000 

1，000 

1，000 

3，000 

寺

新角川二丁目

本

町

新角川二丁目

光

J/ 

j工

士
口

訪

大

住

t取

イ義治

由一

名

久男

道j台

士主j

次助

" 

回一宮間

新j兵

友田

本品川

匿

宮川

辻

?"・・

合々

I

H
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L

小
ハ

u
n
u
n
v

，
エ4n
u
n
u
n
u

I
t
政

O

O

O

L
R
F
L向

〆
I

、ハU
q
d
n
U

吋
『

C

3

1

、、し

堂

え』

万

吋圃

市

木

宮

寺

旬、

日

生

野

本

村

の

光

口

句
つ

三

荻

慶

杉

上

火

持

野

，
.

市

市

市

市

市

市

市

町

》
、

部

部

津

川

津

津

津

羽

が

旦
…黒

魚

滑

魚

魚

魚

E
J
m

E

・J

+
T
1
ノ

-f

L

会

フ

久

高

ブ

山

志
向

議

ラ
輝

子
ラ

富

一
+1

区
協

ク
野
女
ク

王
売
鱒
組

一
味
i

二
菩
地
員
正

弐
と
人
朝
山
C
花

仮

鮭

晶

一

去
同

文
妙
島
委
久
栄
こ
老

富
R
市
川
県
什

一

円・

山
合
中
生

田
黒
松
田
長
立
J

山
市
山
葬

一

.、

浦
有
下
民
浦
小
高
経
会

県

(
富
製

富
漁

こ
と
は
検
定
協
会
(
富
山

g
n
1
9
8

8

3
)
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

横
枕
管
理
室
宿
直

委
託
人
を
募
集

。
市
水
道
局
で
は
、
横
枕
管
理
室
の
宿

直
委
託
人
を
求
め
て
い
ま
す
。

V
募
集
人
員
男
子
2
名

V
仕
事
の
内

容

午

後

5
時
か
ら
翌
朝

8
時
叩
分
ま
で

の
刷

日
勤
務

V
年

齢

六

O
歳
ま
で

V
申

込

受

付

叩

月

日

日

か

ら

叩

月

お
日
ま
で

V
申

し

込

み

に

庖
歴
書
と
健
康
診
断

必
要
な
書

類

書

く
わ
し
い
こ
と
は
、
水
道
局
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
宮
内
線
2
4
4
番

10，000 

817枚

魚津善意銀行

日民一一仁
J

昨
年
は
大
変
好
評
で
、
品
切
れ
と
な

り
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
し
た
。

本
年
も
品
切
れ
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、

早
め
に
お
申
し
込
み
願
い
ま
す
。

県
民
手
帳
臼
年
版
版
売
価
格二
三

O
円

申
込
み
先

市
総
務
課

宮
内
総
2
5

6
番

申
し
込
み
締
切
日
叩
月
刊
日

ω

こ
の
手
帳
は
、
日
記
編
と
資
料
編
便
覧

細
か
ら
な
っ
て
お
り
便
利
に
で
き
て
い

ま
す
。

50，000 
おむつ21枚
木御

おむつ244枚

カステラ
富山市府¥)11小泉

千羽鶴

洗消ニュービーズ
600 g -4lflM 

市
¥
県
民
税
第
3
期
八
刀
納
期
限
は
叩
月
初
日
で
す

11，500 

毛布 1枚

古切手

寺

町

吉野豊二

双

光

葉

大

ム}品
日件
、hu

長

制

会

J
J

ン
フ

4

魚
オ
ラ

子

ト

イ
ク
看

ル

ラ

ズ

ク

津

島

一

ヤ

魚

寺

一

睦子吉野

中日新聞 1年分

新川ヴィーラ

魚津市火の宮町

会

⑧

1
成
人
病
検
診
を
併
わ
せ
て
行
な

叶
う
地
区
で
す
。

吋
対
象
地
区
以
外
の
方
で
も
都
合
の
よ

汁
い
場
所
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

吋

V
婦
人
検
診
日
程

*
 

AH -R寸
I
l
l
i
-
-
1
1
1
1
1
1
4
I
l
l
i
-
-

AH

一

月
日
一
会
場
一
申
込
締
切
日

汁

(1
1
1
t
i
l
i
-
-
2一

吋
な
お
当
日
乳
が
ん
検
診
も
あ
り
ま
す

吋

。
た
だ
し
人
数
は
初
名
起
に
限
り
ま

け

す

。

-
R
V
受
付

1
午
後
1
時

1
2
時

M

V
料
金
乳
が
ん
検
診

l
五
百
円

れ

子

宮
が
ん
検
診

1
四
百
門

会吋

V
胃
が
ん
検
診
日
程

-
H
i
l
l
i
-
-
I
l
-
-
I
l
l
i
-
-
I
l
l
i
-
-

合

一
月

日

一

会

場

一

中

込

締

切

日

*

寸

1
ー
ー
ー
ー
寸

|
I
l
l
i
-
-
-
7
1
|
|
|

合

一
ω
バロ
H

一
官
以
小
学
校
一

ω
バ
5

日

*
一

ω
月
日
山
口
一
上
中
山
小
学
校
一

ω
月
ロ
日

AM
r
i
-
-
l卜
1
1
1
1
1
1
1
1ト
I
l
l
-
-

汁

V
受
付

l
午
前
9
時
i
m
時

汁

V
料
金
1
5
0
0
円

*

@
受
診
さ
れ
る
方
は
、
当
日
朝
食
、

れ
お
茶
、
た
ば
こ
な
ど
一
切
召
し
上
が

れ
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

AH
 -R 

M

V
下
半
期
生
ワ
ク
(
ポ
リ
オ
)
投
与

会

マ
該
当
者

汁

初

会

1
日
年
2
月
1
日
1
日
年
6

吋
月
初
日
生
。

吋

2
回
目

l
m
年
門
，ee--
月
1
日

l
U年
1

-R月
訂
日
生
。

-Rそ
の
他

l
m
年
6
月
初
日
ま
で
に
生

れ
ま
れ
た
人
で
、
ま
だ

2
回
飲
ん
で
い

れ
な
い
人
。

AH
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大
徳
寺
の
秘
蔵
像

あ
な
た
と
図
書
館
側

く
ら
し
の
中
に
本
を

日空包'J:f雪£ぐ iffi思うおづ 51.10.1 

今
月
幻
日
か
ら
読
書
週
間
が
、
は
じ

ま
り
ま
す
。
(
日
月
9
日
ま
で
)

文
化
の
日
を
中
心
に
し
た
二
週
間
で

世
界
各
国
で
も
か
な
り
前
か
ら
お
こ
な

わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
日
本
で
は
、

一

九
四
九
(
昭
和
勾
)
年
か
ら
は
じ
め
ら

れ
ま
し
た
。

秋
は
、
あ
つ
く
も
な
く
、
寒
く
も
な

く
、
し
か
も
夜
が
な
が
い
の
で
、
本
を

読
む
に
は
も
っ
と
も
適
し
た
時
期
で
、

む
か
し
か
ら
「
読
書
の
政
「
燈
火
親
し

む
こ
ろ
」
な
ど
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

き
あ
、
こ
の
快
適
な
時
を
有
効
に
す

ご
す
ひ
と
と
き
に
、「
本
」
を
く
わ
え
て

ほ
し
い
の
で
す
。

最
近
出
版
さ
れ
た
本
か
ら
、
ベ
ス
ト

セ
ラ
ー
以
外
の
本
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

「
見
直
し
へ
の
旅
」
(
松
村
賢
治
著
)
ヨ

ッ
ト
は
西
洋
か
ら
南
太
平
洋
の
島
々
へ

二
人
の
若
き
建
築
家
が
見
た
も
の
は
、

考
え
た
こ
と
は
何
?
夢
と
ロ
マ
ン
あ

ふ
れ
る
痛
快
で
ユ
ニ

ー
ク
な
大
航
海
。

「
女
性
ー
そ
の
自
立
」
(
青
木
や
よ
ひ
等

著
)
女
が
女
で
あ
る
こ
と
を
と
り
戻
し

よ
り
よ
く
生
き
る
た
め
に
、
い
ま
何
が

必
要
な
の
か
。

「
富
山
の
女
」
(
増
田
永
修
編
著
)
富
山

女
性
の
哀
歓
に
み
ち
た
生
き
方
。

「
自
治
体
行
政
と
住
民
」
(
自
治
体
問
題

研
究
所
編
)
行
政
は
住
民
要
求
に
ど
う

応
え
て
い
る
か
。
住
民
本
位
の
各
自
治

体
。
各
分
野
の
行
政
を
紹
介
。

「
日
本
を
震
感
さ
せ
た
削
日
」
(
毎
日
新

聞
社
編
)

ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件
の
中
間
的

な
現
場
レ
ポ
ー
ト
。

「
人
間
と
海
」
(
毎
日
新
聞
社
編
)
人
口

問
題
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
な
ど
幻
世
紀

の
人
類
最
大
の
課
題
に
、
海
は
ど
の
よ

う
に
か
か
わ
っ
て
く
る
か
。
そ
の
実
態

の
解
明
と
利
用
可
能
性
を
め
ぐ
っ
て
、

各
国
の
一
流
学
者
が
は
じ
め
て
一
堂
に

会
し
て
行
っ
た
一
大
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
。

「
天
気
図
の
読
み
方
」
(
倉
嶋
厚
等
著
)

防
災
活
動
に
従
事
す
る
ひ
と
の
た
め
の

天
気
図
の
作
成
か
ら
正
し
い
見
方
ま
で

を
具
体
的
な
実
例
に
即
し
て
説
明
。
一

般
の
人
た
ち
に
も
、
格
好
な
入
門
書
。

「
動
物
た
ち
の
森
」

(
G
・
ダ
レ
ル
著
)

た
ゆ
ま
ぬ
ユ

ー
モ
ア
と
冷
静
な
科
学
的

態
度
で
動
物
た
ち
の
生
態
を
生
き
生
き

と
描
き
だ
す
、
ダ
レ
ル
の
動
物
記
。

「
五
つ
子
く
ん
」
(
外
西
寿
彦
著
)
世
界

で
稀
な
五
つ
子
を
と
り
上
げ
た
医
師
が

綴
る
奮
闘
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
。

「
リ
ポ
職
業
病
棟
」
(
高
杉
晋
吾
著
)
企

業
の
な
か
に
巨
大
な
黒
い

コ
ウ
モ
リ
の

よ
う
な
影
が
さ
ま
よ
っ
て

い
る
。
労
働

者
は
健
康
を
奪
わ
れ
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
化

さ
れ
て
い
く
。
今
日
の
労
災
職
業
病
の

現
場
を
徹
底
ル
ポ
。

「
レ
コ
ー
ド
と
演
奏
」
(
吉
田
秀
和
著
)

日
本
の
音
楽
批
評
の
中
で
、
こ
れ
ま
で

や
や
も
す
れ
ば
素
通
り
さ
れ
が
ち
で
あ

っ
た
「
質
」
に
つ

い
て
、
レ
コ
ー
ド
を

と
お
し
て
と
り
く
ん
だ
演
奏
論
。

「
花
火
の
話
」
(清
水
武
夫
)
夜
空
を
彩

る
火
の
芸
術

l
花
火
そ
の
歴
史
か
ら
形

や
色
の
仕
組
を
解
説
し
た
花
火
学
の
す

べ
て
。
「
英
語
事
始」
(
日
本
英
学
史
学
会
編
)

幕
末
、
明
治
の
時
代
に
英
語
は
ど
の
よ

う
に
し
て
日
本
に
入
り
、
わ
れ
わ
れ

の
先
人
は
い
か
に
し
て
吸
収
し
た
か
。

「
も
の
お
き
小
屋
」
(
報
知
新
聞
社
編
)

こ
の
か
も
の
お
き
小
屋
。
は
緑
と
木
に

関
す
る
道
具
を
集
大
成
し
た
本
。

こ
こ
に
載
せ
た
の
は
図
書
館
に
備
え

て
あ
る
本
の
ほ
ん
の
一
部
に
す
ぎ
ま
せ

ん
。
図
書
館
は
あ
な
た
の
書
斎
で
す
。

ど
う
ぞ
、
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

本
の
借
り
出
し
は
無
料
で
す
。

‘
図
書
館
に
入
っ
た
新
し
い
本

図
書
館
に
入
っ
た
新
し
い
本

書

名

著

者

愛
と
同
じ
く
ら
い
孤
独

F
・
サ
ガ
ン

蒼
空
に
出
逢
い
を
求
め
て
桐
島
洋
子

詩
人
の

庭

中

村

真

一

郎

伝

統

の

組

紐

山

岡

一

晴

科

学

の

散

歩

道

官

羽

和

夫

映

画

に

生

き

る

坂

斎

小

一

郎

山

の

道

具

手

帖

川

口

邦

雄

イ
ン
テ
リ
ア
を
創
る
寺
島
祥
五
郎

。
み
ん
な
い
っ
し
ょ
に
々

川
月
の
お
し
ら
せ

日
日
(
月
)
に
ん
ぎ
ょ
う
げ
き

じ
か
ん

3
時
初
分
よ
り、

こ
ど
も
の
へ
や
で
ひ
ら
き
ま
す
。

秋
の
特
別
整
理
休
館
の

お
し
ら
せ

本
の
整
理
作
業
を
行
な
う
た
め
に
次

の
よ
う
に
休
館
い
た
し
ま
す
。

叩
月
4
日
側
か
ら
叩
月
刊
固
ま
で

の
凶
日
間
で
す
。

日
円
日
同
か
ら
開
館
し
ま
す
。

4
閣
唱
な
町
寸
位

F

晴
晴

l

a薗
田

と

木

FUuω
脚

や

イ

叶

町

D
苦

ra館
村
山
別

一

刀

除

扮

叶

間

以
卓
量
書

会

下

3
泣

問

ゅ
の
悶
駒

田
村
呪

ナ
勺
圃

Ea--民
市

し
時
間
、
田

宮
村
山

ん
列
羽
市
津

E
畑
一9
と

坤

.1刊
削

み
悶
陸

魚
T
隣

J

休

マ
受
付
時
間

1
各
会
場
共
午
後
1
時

1
2
時

マ
投
与
日
程

(14) 
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と
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け
O
離
乳
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O
家
族
計
画
O
相
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他

け
マ
対
象
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か
月
か
ら
7
か
月
の
赤

け
ち
ゃ
ん
。
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R
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l
l
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L
i
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L
i
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M

マ
受
付
時
間

l
午
後
1
時
加
分
1
1

食

時
初
分

け
母
子
手
帳

・
ミ
ル
ク
・
お
む
つ
等
を

け
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
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実施日
4 
日 日 日 日

喜
魚津市民館会 魚淳市民富 施場実会
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吉片貝、布施西
村木 該

ざ

ら
大町
当

、、
経団 地

住 道下 区
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花
壇
コ
ン
ク
ー
ル

審
査
結
果

花
壇
へ
の
取
り
組
み
が
一
年
一
年
と

充
実
さ
れ
、
い
ず
れ
も
甲
乙
つ
け
が
た

‘
審
査
さ
れ
て

い
る
花
壇

極通『F11
幽圃圃E
時?台

m;-f232:.、J
..  ニ7ffJtd《dl

第3廻郵便物犯司 鹿沼うおブ 51.10.1

道
下
小
学
校

村
木
小
学
校
、
大
町
小
学

校上
中
島
小
学
校
、
上
野
方

小
学
校
、
北
電
片
員
発
電

管
理
所

野
方
保
育
園
、
教
育
セ
ン

タ
ー
、
西
部
中
学
校
、
白

倉
小
学
校

審
査
会
の
批
評
は
次
の
よ
う
で
す
、

く
、
花
の
種
類
、
配
置
が
生
か
さ
れ
て

最
優
秀
賞

優
秀
賞

努
力
賞

奨
励
賞磁

の
波
し
ぶ
き
の
か
か
る
岩
の
上
を
、
は
い
ま
わ
り
人
ガ
近
づ
く
と
、

い
そ
い
で
岩
の
聞
に
か
く
れ
て
し
ま
う
。
動
き
ガ
す
ば
や
く
、
な
か
な
か

捕
ま
え
ら
れ
な
い
。
海
岸
巴
し
か
い
な
い
が
、
れ
っ
き
と
し
た
陸
上
生
活

売
で
、
空
気
呼
吸
を
し
、
水
中
で
は
、
お
ぼ
れ
死
ぬ
。
雑
食
性
で
な
ん
で

も
食
べ
る
の
で
、
磁
の
掃
除
屋
と
し
て
、
海
岸
の
美
化
に
一
役
か
っ
て
い

る
。
夜
に
観
察
す
る
と
体
ガ
白
っ
ぽ
く
な
っ
て
い
る
ガ
、
こ
れ
は
体
長
に

あ
る
色
素
胞
ガ
収
縮
す
る
為
で
あ
る
。
釣
り
の
餌
と
し
て
利
用
さ
れ
る
。

シナムフ

生
き
生
き
と
し
た
発
育
よ
り
は
日
ご
ろ

の
栽
培
努
力
を
物
語
っ
て
い
ま
し
た
。

今
少
し
花
壇
の
形
態
と
配
置
を
工
夫
し

た
な
ら
一
層
引
き
立
っ
た
ろ
う
と
思
わ

れ
る
箇
所
が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

関
井
豊
三
氏
歴
史

民
俗
資
料
館
ヘ
漆

器
を
寄
贈

こ
の
ほ
ど
新
金
屋
町
の
関
井
豊
三
氏

よ
り
美
麗
な
樺
材
朱
塗
春
日
灯
能
と
栃

材
花
模
様
の
研
出
し
磨
き
丸
盆
を
寄
贈

さ
れ
ま
し
た
。

d

司
寄
贈
さ
れ
た
春
日
燈
ろ
う

北
電
だ
よ
り

暖
房
の
シ

ー
ズ
ン
で
す

暖
房
の
恋
し
く
な
る
季
節
。

暖
房
器
具
は
よ
く
点
検
し
て
か
ら
使

い
ま
し
ょ
う
。
コ
タ
ツ
や
ア
ン
カ
の
コ

ー
ド
が
い
た
ん
で
い
た
り
、
プ
ラ
グ
の

ネ
ジ
が
ゆ
る
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。

熱
源
部
の
ほ
こ
り
を
よ
く
掃
除
し
温

度
ヒ
ュ
ウ
ズ
も
調
べ
安
全
に
効
率
よ
く

お
使
い
く
だ
さ
い
。

電
器
暖
房
器
は
取
扱
い
が
簡
単
な
う

え
安
全
で
、
し
か
も
空
気
を
よ
ご
さ
ず

衛
生
的
で
す
。
効
率
が
よ
い
の
で
さ
ま

ざ
ま
な
器
種
が
出
ま
わ
っ
て
い
ま
す
。

目
的
に
よ
っ
て
選
ぴ
今
年
の
冬
も
暖

か
く
お
過
し
く
だ
さ
い
。

北
陸
電
力
魚
津
営
業
所

g
u
l
l
0
0
0
番

文

化

大

公

演

会

と

き

叩

月

お

日

午

後

6
時
1
午
後

9
時

と

こ

ろ

市

民

会

館

講

師

薬

師

寺

管

長

高

田

好

胤

氏

筑
波
大
学
教
授
村
松
剛
氏

「
日
本
の
心
」
村
松
氏

「
母
を
語
る
」
高
田
氏

主
催
青
年
会
議
所

後
援
市
教
育
委
員
会

j寅

題
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3
歳
児
検
診

ilili 
月

日

、、

婚隣l23幸 午俊れずも

1ι L 

付

時

間

場

所

マ
該
当
者
は
、
検
診
さ
れ
る
月
に
満

3
歳
に
達
す
る
人
。

V
母
親
学
級

マ
叩
月

n
日
(
金
)

マ
時
間

l
午
前

9
時
却
分

i
午
後
3

時
初
分

マ
場
所

1
市
役
所
2
階
第
二
会
議
室

マ

対

象

内

容

1
妊
婦
、
す
こ
や
か

に
生
み
育
て
る
た
め
の
学
習

マ
畳
食
、
ズ
ボ
ン
、
母
子
手
帖
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

V
乳
児
検
診

1月5 1 21月8 0 11月0 4 月

ω日 附日 同日
日

時1』0牛時半前8 時21午時11 表 時21午時後1 

~ 

付

時

問

8 対

台児月、
象

保鍵所魚津
場

1/ 1/ 

所

V
こ
関
節
脱
臼
検
診
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だ
ば
こ
は
市
内
の
小
売
屈
で
買
い
ま
し
ょ
う
¥
市
収
入
の
「
だ
ぱ
こ
消
費
税
L

は
、
市
内
で
販
売
さ
れ
ノ

/
芝
寸
だ
ば
こ
の
本
数
し
が
計
算
の
墓
礎
に
な
り
ま
す
。
¥

第3彊郵便物認可鹿留 うおづ 51.10.1

口
保
母
の
採
用
試
験

市
で
は
、
保
母
の
採
用
試
験
を
次
に

よ
り
行
な
い
ま
す
。
受
験
希
望
者
は
、

叩
月
初
日
ま
で
に
市
総
務
課
職
員
係
ま

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

マ
採
用
予
定
人
員
約
四
名

マ
受
験
資
格

昭
和
幼
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
詑

年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で

、
魚
津
市
内
に
居
住
す
る
保
母
資
格

を
有
す
る
人
、
ま
た
は
、
臼
年
3
月

ま
で
に
取
得
見
込
み
の
人
。

マ
試
験
日
日
年
刊
月
訂
日
制

マ
試
験
場
所
魚
津
市
役
所

な
お
、
市
で
は
、
昭
和
臼
年
の
一
般
行

政
職
員
の
採
用
を
中
止
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
の
で
ご
案
内
し
ま
す
。

口
警
察
官
募
集
中

1
募
集
人
員

警
察
官
B

約
二
五
名

婦
人
警
察
官
若
干
名

2
募
集
締
切
日

刊
月
お
日
出
正
午
ま
で

3
試
験
日
と
場
所

第
一
次
試
験
日
月
訂
日
日
午
前

8
時
加
分
か
ら

富
山
会
場
富
山
中
部
高
校

高
岡
会
場
志
貴
野
中
学
校

4
受
験
資
格
(
昭
和
回
年
4
月
1
日
現
在
)

警
察
官
B

M

歳
以
上
お
歳
未
満
の

男
子

婦
人
警
察
官
時
歳
以
上
お
歳
未
満

の
女
子

そ
の
他
く
わ
し
い
こ
と
は
、
魚
津
警

察
署
E
M
-
-
3
3
3
番
か
最
寄
り
の

駐
在
所
ま
た
は
派
出
所
に
お
た
ず
ね
く

だ
さ
い
。

口
豊
な
自
然
を
取
り

も
ど
す
た
め

あ
ゆ
な
ど
の
採
捕
禁
止
期
間
や
、
全

長
の
制
限
が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
県
内
水
面
漁
業
調
整
規
則

が
改
正
さ
れ
た
も
の
で
、
豊
か
な
自
然

を
取
り
も
ど
す
た
め
に
厳
重
に
守
っ
て

く
だ
さ
い
。

1
禁
止
期
間

」、 こあ
すまじ いわな やめま

ま さ
産動物水

な いゆ す It 

月5 月511月501月1 2 1月1 1月101月1 0 月81 月11 禁止
15 l 
日日 日日 日日 日目 日

11で月ま日102翌年1で月ま日6 』5 
翌年末で月ま日2 1 

l 期

3月5 1 3月5 1 31月2 1 
月12 

31月2 1 31月21 間
31 

日
でま日 でま日 でま日 でま日 でま日でま

2
全
長
の
制
限

水

産

動

物

身

さ
伐
ま
す
、
い
わ
な
ー
に
一

5
z
'
L

t

-

〆

l
r

量
子
、
や
ま
め
、
こ
い
一

1
4
L
A
;
l
}
川

I
T

う

な

ぎ

一

ぬ

セ

ン

チ

メ

ー

ト

ル

以

下

県
内
全
河
川
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

詳
細
は
、
市
役
所
商
工
水
産
課
へ
ど
う
ぞ

口
計
量
器
の
定
期
検
査
実
施
案
内

富
山
県
計
量
検
定
所
で
は
、
日
年
度

の
計
量
器
検
査
を
次
の
日
程
で
実
施
し

ま
す
。
営
業
等
に
「
は
か
り
」
を
使
用

の
方
は
、
最
寄
り
の
検
査
場
で
必
ず
受

検
し
て
く
だ
さ
い
。

長

15 14 13 12 12 8 I 7 6 I 5 4日1月0 月日日 日 日 日 日 回目 日日

午時後3午前時10 午後時3午時後1 正午午前1時0 午時後3午時前10 
時

11 11 11 111 "" 1111 
1111 

村木
市民d館zh z 町学校大小

経団

宵道下保図 " 場在のpfr羽命mリま先竃式金科
fのE器3最1 

査t検所晶

校学
述4所各

" 111 
場所の

所

村I木区也 本江I区也 I大町区也 I経団也 I道下区也の一付木
町大 村木

天神地区西布崎民貝
下聖JfZ上野方 If区合也E下中烏

検

I本江区也 1経区団也

J'f. 
区

量自IIJ)級11 
j也

音E
上山中 区

一
母
子
家
庭
の
皆
さ
ん
へ
.

一
第
七
回
一
日
お
父
さ
ん
と
の
運
動
会

一

一
開
催
ご
案
内

…

'

き
わ
や
か
な
秋
を
迎
え
、
一
日
お

一

…
父
さ
ん
と
の
運
動
会
を
次
に
よ
り
行

一

…
な
い
ま
す
か
ら
、
お
誘
い
合
わ
せ
の

一

一
上
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

…

…
と
き
叩
月
M
日
制
午
前
9
時
ぬ
分

・

か
ら
午
後
2
時
初
分
ま
で

一
と
こ
ろ
村
木
小
学
校
グ
ラ
ン
ド

.

(
雨
天
で
も
決
行
し
ま
す
。
)
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口
高
等
技
能
職
業
訓
練
生
募
集

県
立
富
山
、
黒
部
、
福
野
高
等
技
能

学
校
で
は
、
次
の
よ
う
に
訓
練
生
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

V
科
目

1
機
械
、
機
械
製
図
科
(
富
山
)

自
動
車
整
備
科
(
黒
部
、
福
野
)

V
期
間

1
一
年

V
入
校
時
期

l
昭
和
臼
年
4
月

上

句

会

V
出
願
期
間

l
9
月
幻
日
か
ら
叩
月
初
日
付

-R 

日

ま

で

み

H

V
資
格

1
高
等
学
校
卒
業
ま
た
は
見
込
吋

み
の
人

占RAH
 

く
わ
し
い
こ
と
は
公
共
職
業
安
定
所

*

ま
た
は
各
高
等
技
能
学
校
、
県
職
業
訓
的

練
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
対

日
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
保
安
点
検

川

の
お
知
ら
せ

対

日
月
中
に
、
次
の
地
区
の
プ
ロ
パ
ン
会

ガ
ス
消
費
設
備
の
法
定
調
査
の
、
保

安

村

点
検
を
行
な
い
ま
す
か
ら
ご
協
力
く
だ
付

き
い
。

-R
占
H

V
下
野
方
地
区

大
光
寺
、
本

江

村

友

栄

町

四

三

O
件

*

末

点

検

の

魚

津

地

区

一

一

V
経
団
地
区

旭
町
区
、
入
船
区
、
落

川

合
市
営
住
宅
区
、
表
向
区
、
上
坂
の
下
川

区

、

栄

町

区

一

九

O
件

的

平
伝
寺
一
、
二
区
、
西
尾
崎
区
、
江

口

食

区
、
立
石
区
、
持
光
寺
区
、
西
川
原

住

け

宅

区

二

八

O
件

付

点
検
に
は
、
富
山
県
L
P
ガ
ス
協
会
魚
付

津
支
部
保
安
点
検
セ
ン
タ
ー
調
査
員
が
け

お
伺
い
し
ま
す
。

-R

く
わ
し
く
は
同
セ
ン
タ
ー

M

E
M
-
5
3
4
0
番

へ

ど

う

ぞ

れ

ロ
ガ
ス
容
器
(
ボ
ン
ベ
)
の

注
意
事
項

V
屋
外
の
直
射
日
光
の
当
ら
な
い
通

風
の
ょ
い
と
こ
ろ
に
置
き
ま
し
ょ
う
。

V
倒
れ
な
い
よ
う
水
平
な
と
こ
ろ
に

置
き
、
大
型
ボ
ン
ベ
初
旬
日
同
に
は

く
さ
り
を
か
け
ま
し
ょ
う
。

。。

V
成
人
病
健
康
相
談

マ
叩
月
日
日

ω及
び
叩
月
幻
日
闘
い

ず
れ
も
午
後
1
時
1
3
時

マ
場
所

l
市
役
所
保
健
室

V
成
人
病
教
室

マ
叩
月

6
日
附
午
前

9
時
初
分

1
ロ

時マ
場
所

1
魚
津
保
健
所

マ
内
容

l
講
議
「
高
血
圧
に
つ
い
て
」

ス
ラ
イ
ド
「
高
血
圧
を
防
ぐ
暮

し
方
」
高
血
圧
食
実
習
と
試
食

マ
費
用

l
無
料

@
エ
プ
ロ
ン

・
健
康
手
帳
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

日3附1月1 
31 24 17 11 10 310 
日 日 日 日

( 日日) 日(日月) (日) (日) (日) (月) 10 

寺

ムtトユlj魚t神経サナ掌 科病河内内院

浦 }浦 江 11f 月
崎 国 回 幡 木 の
医 病 病 医 医

休療診日日
院 院 院 院 院
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※ 

診
療
時
間

l
各
日
共
午
前
9
時

i
午
後
5
時

市勢のうごき (8丹末)

市の面積 200.75初 2

海摩線 7.9.tm 

世帯数 12，196戸
人口(男) 23，460人

(女) 25，445人

計 48，905人
男女計

生 42人 32人 74人

亡 19人 8人 27人
入 43人 61人 104人

出 46人 41人 87人

出

死

転

転

編
集
発
行
人

津:

魚

市

印
刷

魚
津
印
刷
株
式
会
社


